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江戸時代、芝居小屋が立ち並ぶ大阪・道頓堀。儒学者・穂積以貫の次男として生ま
れた成章は、浄瑠璃好きの父に手を引かれ、芝居小屋に通い出し、浄瑠璃の魅力に
取り憑かれる。近松門左衛門の硯を父からもらい、近松半二と名乗り、物書きの道へ。
弟弟子・並木正三に先を越させれ、人形遣い・吉田文三郎から何度も書き直しを命
じられ、それでも書かずにいられなかった半二は、やがて数々の名作を世に送り出し
ていく――。　近松半二の生涯を辿りつつ、著者の長年のテーマ「物語はどこから生
まれてくるのか」を、義太夫の如き「語り」にのせて見事に結晶させた長編小説

新刊のお知らせ／文藝春秋の本
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☆著者の大島さんは、本作のために義太夫を習い始め、その師・六代豊竹呂太夫師匠が
５月公演では「金殿の段」にご出演されます。




